
令和７年 １０月１７日  
 

令和７年度学科別海外研修実施報告書 
 

学 科 名 国際共生学科 
研 修 名 称 令和 7 年度（第１回）日本大学生物資源科学部 

国際共生学科海外研修（スリランカ地域調査研修） 
実 施 期 間 令和７年９月２日 ～ 令和７年９月９日 （８日間） 
渡 航 先 スリランカ民主社会主義共和国 クルネーガラ県スプートニク・インタ

ーナショナル 
参 加 者 数 

 
【実施許可後の辞退者等】 有 ／ 無 

 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 5 年次 6 年次 計 

男子 0 1 3 0 0 0 4 
女子 0 1 0 0 0 0 1 
計 0 2 3 0 0 0 5 

引 率 教 職 員 西麻衣子、山下哲平 
認 定 科 目 名 海外フィールドワークⅠ・Ⅱ  
修了証の有無  有 ／ 無 
研 修 概 要 ① 各訪問先での研修概要 

i. スプートニク・インターナショナル 

日本−スリランカ文化交流および SDGs に密接したライフスタイルの実践に

関する講義、視察、体験等 

ii. 孤児院（ガールズホーム） 

環境調和型に基づく孤児院運営の実態に関する講義、視察、体験等 

iii. クルネーガラ市中 

社会調査(インタビュー調査の実施) 

iv. マータレ 

現地の食生活や実際のライフスタイルの視察と体験 

v. シギリヤ 

世界遺産周辺の環境及び観光資源調査 

 

②研修スケジュール及び概要 

2025.09.02：移動日。コロンボ周辺の視察。 

2025.09.03：スプートニク・インターナショナルの協力のもと、日本語学校の先生、

生徒との交流（聞き取り調査）、NGOスタッフとの話し合いを実施。 

2025.09.04：孤児院（ガールズホーム）における SDGs に根差したライフスタイル

および孤児院経営の実態を調査。特に、水、農業、太陽光発電、バイオガス、廃

棄物、およびビオトープを組み合わせた半自給的ライフスタイル（循環型エネル



ギーシステム事業）の実態を調査。 

2025.09.05：日本語学校の先生、生徒とワークショップ。 

2025.09.06：クルネーガラにて、社会調査（インタビュー調査）。その後、孤児院

（ガールズホーム）にて文化交流会を実施。 

2025.09.07：マータレにてスパイスガーデンの視察調査。その後、シギリヤにてビ

レッジサファリを実施（参与観察等）。 

2025.09.08：シギリヤにて、世界遺産周辺の環境及び観光資源調査を実施。  

2025.09.09：移動日。 

※帰国後，1か月以内に提出してください。 

 
上記のとおり学科別海外研修を実施しましたので，ご報告いたします。 
 
                        報告者        印 


